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研究要旨：急性期病院の認知症の対応、特に入院受け入れの段階、入院中の
段階、転院あるいは退院調整の段階についての実態について把握し、課題や
問題点について医療連携室を通して全国的に調査する。昨年度行った急性期
病院の複数の連携室スタッフを中心としたフォーカスグループにおいて得ら
れた、連携室の構造や業務の実態、入院のバリア、入院中の問題点や依頼内
容、退院・転院調整の実態、在宅へ返すことへのバリアなどの現状を踏まえ、
全国調査の調査票を作成した。現在、本調査に関する倫理委員会への申請を、
研究代表者所属機関である国立がん研究センターに依頼している。倫理委員
会の承認が下り次第、全国調査を実施する予定である。 

 
 
A．研究目的 
 急性期病院の認知症の対応、特に入院受け
入れの段階、入院中の段階、転院あるいは退
院調整の段階についての実態について把握し、
課題や問題点を医療連携室を通して全国的に
調査する。 
 
 
B．研究方法 
 昨年度実施した、急性期病院の連携室スタ
ッフを中心としたフォーカスグループでの意
見交換にて得られた、連携室の構造や業務の
実態、入院のバリア、入院中の問題点や依頼
内容、退院・転院調整の実態、在宅へ返すこ
とへのバリアなどの現状を元に全国調査に向
けての課題を抽出し、全国調査の調査票を作
成し、研究代表と吟味の上調査票を完成させ、
研究代表者の所属する国立がん研究センター
の倫理委員会にて審査を受ける。 
 
（倫理面への配慮） 
特記事項なし。 
 
 
C．研究結果 
連携室の構造や業務の実態、入院のバリア、
入院中の問題点や依頼内容、退院・転院調整
の実態、在宅へ返すことへのバリアなどにつ
いての調査票を作成した。現在倫理委員会申

請準備中である。 
 
 
D．考察 
 特記事項なし。 
 
 
E．結論 
 2015 年度に全国調査を行う。 
 
 
F．健康危険情報 
 特記すべきことなし。 
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